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独立行政法人環境再生保全機構は、全国大学生環境活動コンテスト（ecocon）を共催しています。

全国大学生環境活動コンテスト （エココン） とは
大学生の環境活動の活性化を通した持続可能な社会の実現を目指し、学生ネットワークの形
成、座談会（交流会）の実施、年に１度の全国大学生環境活動コンテスト（通称：ecocon）を
行っています。ecocon は2003 年より毎年開催しており、第18 回までにのべ700 団体以上、
総勢1 万人以上が参加するなど、学生の環境活動の中での役割を確立しています。

団体調査 主な質問

調査結果の公開

・ 団体名、代表者名、団体概要など ・ 団体の活動種別、活動内容など
・ 活動写真、活動イメージ写真など ・ ご意見、ご要望など

◆全国ユース環境ネットワーク事務局
　 tel： 044-520-9505　mail： youth@erca.go.jp
◆全国大学生環境活動コンテスト（エココン）実行委員会
　tel: 03-5402-5355　mail: support@ecocon.info  （株式会社ダイナックス都市環境研究所内） 

調査結果は、全国ユース環境ネットワーク事務局発行のユース情報誌に掲載し、全国約100 大学の環境
団体、全国の高校、環境省など関係機関への配布を予定しています。また、当ユースホームページなどにも
アップする予定です。

（上：大学名、団体名、参加者氏名　下：活動紹介）

新型コロナウイルス感染症の拡大によって、講義やゼミがオンライン主体となるなど大学生の学生生活にも大きな影響があります。
一方で、この期間に大学生の間では新しい価値観が生まれ、持続可能な社会の実現に向けた活動や取組を検討・実施しています。
今回の座談会では、新型コロナウイルス感染症への対応によって生まれた、「新たな日常・新たな価値観、持続可能な社会
づくり」をテーマに活発な意見交換が行われました。

主催）独立行政法人環境再生保全機構　　共催）全国大学生環境活動コンテスト実行委員会

全国ユース環境ネットワーク事務局では、全国大学生環境活動コンテスト（エココン）実行委員会の協力を得て、新型コロナウ
イルスの影響が広がる中、大学生の環境活動団体の状況を把握するために 「全国大学生環境活動団体調査」 を実施しています。
調査にご協力、ご回答をいただける大学生（団体）のみなさま、どうぞお気軽に下記事務局までご連絡ください。
回答フォームなど、ご連絡いたします。ご協力をお願いいたします。

（1）新たな日常・新たな価値観
グループA）
学生もオンラインイベントに慣れてきた。オンラインによって
全国の人と関われるようになったことはとても良いことであ
る。一方で、オンラインでの会話に飽きてきたという話があっ
た。対面での活動に向けた、活動環境を今から作っておくこと
も大切だという話もあった。

グループ B）
オンラインでどのように活動を展開できるか議論を行った。コ
ロナが落ち着いた先を見越して、団体としての活動を考える
期間にもなっているとの意見もあった。現状としては、どの団
体もコロナ禍で、またコロナ禍後にどのように活動していくの
か模索している状況であると意見交換をして分かった。

（2）持続可能な社会づくり
グループA）
買い物の際にレジ袋を利用しているかどうかの話になった。
レジ袋は使わずに、直接リュックやバックに入れるという人が
多かった。座談会に参加した学生の多くは、団体だけでなく、
個人レベルでも意識をもって普段から生活していた。環境活
動に関心がない方にどう意識をもってもらうかが課題である。

グループ B）
持続可能な社会づくりで何ができるか、個人の意識の話、
団体・社会全体での活動の話をしたが、どちらも大事だ
と思う。個人レベルで意識するためには広報が重要で、
環境団体の堅苦しいイメージをアプリ等を活用しポップに
発信していくのはどうかと意見があった。

「サルベージ」活動を中心に地域活動を
行っている。「サルベージ」とは川に落
ちている自転車やバイクを引き上げる作
業のことで、2017 年には 1000 台の引
き上げを突破した。他にも学内で PET
キャップ回収や傘のリユーズなど様々な
活動に取り組んでいる。

獨協大学
環境・国際団体 Deco
坂野太郎さん、滝田大翔さん

新潟県内で環境活動やボランティア活動
する学生のネットワークを形成している。
ネットワークを活性化させることでモ
チベーションの向上や活動の発展を目
指す。

新潟県立大学
新潟環境ネットワーク Ｎ-Ｅconet
稲月琴子さん、石川万慈さん

東京農工大学の農ゼミに所属するサーク
ルで、自治体イベントでのエコレンジャー
ショー披露や、農学部学園祭での非木
材紙トレイ普及とその堆肥化など様々な
活動を通じて、環境状況の改善や環境
への関心を高めてもらうことを目的に活
動している。

東京農工大学　
ごみダイエットＮＯＫＯ
田口優さん

次世代環境を切り開く人材を育成するこ
とを目的に発足。人と環境の架け橋にな
ることをキーワードに、環境教育や緑化
活動による環境啓発を行っている。学内
の里山をフィールドとし、耕作放棄地を
活用した畑の管理、ビオトープの保全活
動に取り組んでいる。

近畿大学
農学部　学生団体 FeeLink
奥太志さん、加藤雅基さん

一般教養科目の「環境研究」で出た学
生のアイデアから生まれた団体。学内の
環境意識を高め、自然環境について考
えるきっかけを与えるために学生主体で
活動している。メンバーは環境配慮のた
めの活動を自分自身で計画して実行して
いる。

国際基督教大学
ICU　SUSTENA
井原菜緒さん、二村紗未さん

1999 年に発足した法政大学公認の環境系
サークル。棚田班、里山班、学祭班、企画班、
ごみ班、エコライフ班などといった班に分
かれて活動を行っている。メンバーには、
学生のほかに社会人学生や教職員も参加
し、多様な活動につなげている。

法政大学
キャンパス・エコロジー・フォーラム
大谷霞さん、松林倖太さん、
石川七美さん

大学生の環境活動 協力：全国大学生環境活動コンテスト実行委員会

大学生SDGs座談会

全国ユース環境ネットワーク『全国大学生環境活動団体調査』のご案内

2021年7月、全国の6団体の大学生がオンラインで意見交換を行いました。

～ 全国では、どの大学（団体）がどんな環境活動に取り組んでいるのだろう？ ～

〈座談会レポート〉２つのグループに分かれ意見交換を行い、各議題での意見共有をしました。

〈大学生SDGsメッセージ〉意見交換をふまえてSDGsに対する意気込みを団体ごとに議論・作成し共有しました。

〈大学生SDGs座談会 参加大学生の日頃の活動紹介〉

〈お問合せ〉


